
～巻末資料について（補足）～ 

 

 「松沢地区防災計画」では “松沢地区における課題と今後の取り組み” と

して５つの課題を挙げています。 

 そのひとつである課題３ 地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援 

（２１ページから）の中で、高齢・障害等の理由により災害時の避難行動に支援

が必要な方への対応方法等について、「イ 避難行動要支援者および準ずる住人

の情報を把握し、被災時の個別対応を決めて対象者と確認しておく」と表記し

ました。 

 この【巻末資料】はその部分について、各町会自治会等の現状や方針等を一覧

にしたものです。各町会自治会等の会長等とあんしんすこやかセンターが直接

会って確認し作成しています。空欄個所もありますが、随時更新していく予定で

す。 

 

最終更新：令和６年１月 



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

赤堤１丁目町会

１．町会関連情報

2394　世帯 指定避難所

1200　世帯 災害時対応関連の動き

締結済

総数 27　件

種別（重複あり）
高齢・要介護等：22 件
身体・知的障害：9 件

２．平時に備えておくもの

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

名簿掲載者

安否確認の方法

赤堤1丁目を5地区に分け、各地区に担当の町会スタッフが避難行動要支援者
や向こう隣3軒ご近所の確認をする。

発災時の行動マニュアル作成⇒安否確認スタッフの不足が判明⇒防災パート
ナー制度発足

・近隣医師との連携

世帯数

町会加入世帯数

避難行動要支援者支援に関わる協定

概要

確認するもとになるもの
・避難行動要支援者名簿
・高齢者全件リスト
・利用者名簿
・名簿に従い地図に落とし込んだもの（作成済）

安否確認済がわかるような仕組み。
具体的なものとして「無事です」プレートの掲示。
掲示の無いお宅の安否確認の結果は確認者が不明（黄色）、支援必要（赤）の布を見やすいところに結ぶ

・近隣医院・病院（赤堤クリニックが了承済み）
・医療避難所

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

・事前周知
・支援者相互に共有する機会を持つ
※「無事です」プレートの掲出訓練を年１回実施

内容

避難所運営委員会、避難所訓練、防災塾、防災塾ワーキンググループ

赤堤小学校（打ち合わせ：年3回、避難所訓練：年1回）



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

同左

課題

防災パートナー向けのマニュアル
づくり（完成）

予めリストを作成しておき確認に
まわる際のシートを用意するがそ
れ以外の方の対応が課題

安否不明の場合の対処、
支援必要な方の対処

負傷者多数の場合は対応不可
能

障害者の方の受け入れ拒否があ
る

時間的にどのくらいかかるかが読
めない

高齢者

・町会役員、民生委員、防災パートナー、（あんすこ）
・介護保険サービス事業者（サービス利用者のみ）

障害者

・町会役員、民生委員、防災パートナー、（あんすこ）

同左

同左

同左

同左

同左

・町会…避難行動要支援者名簿
・区名簿など

集約先

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

・居住地や避難所

・使用可能であれば電話での声がけ
・家の周りからの声かけ　など

迅速な確認をするため予め「無事ですプレート」を全戸配布し、掲示
されていないところだけ訪問する。終了したところは安否不明（黄
色）、支援必要（赤）のバンダナを結ぶ

・町会長はじめ町会役員、防災・防火部員にて把握
・支援者相互に安否確認状況を突合し漏れがないか確認する
・区に報告

・町会…避難行動要支援者名簿
・民生委員…リスト
・あんすこ…リスト
・介護保険サービス事業者…利用者名簿

・無事かつ在宅可…本人の意向を確認しながら在宅を勧める。
・在宅が不可…本人が決めている場所、町内で予め受け入れを承
知していただいているお宅、避難所
・負傷…応急処置できる場所を案内。重篤な場合は、医療施設へ
搬送。

確認結果別対処

誰が
（安否確認を実施する者）

いつ
（安否確認を実施する時期）

どこに
（安否確認する場所）

どのように

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

赤堤２丁目町会

１．町会関連情報

2205　世帯 指定避難所

1010　世帯 災害時対応関連の動き

未締結

２．平時に備えておくもの

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

世帯数 赤堤小学校（打ち合わせ：年3回、避難所訓練：年1回）

町会加入世帯数
・防災訓練：年2回（春と秋）
・町内パトロールで空き家確認やお独り暮らしの方へ声かけ：毎月2回
・六所神社と創価学会会館敷地にて訓練：各年１回

避難行動要支援者支援に関わる協定

安否確認の方法
回覧板の当番が回覧板のコースを確認し、町会長および町会スタッフに報告し
集約。

名簿掲載者

概要 内容

確認するもとになるもの
・回覧板名簿
・高齢者全件リスト
・利用者名簿

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　 ・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

安否確認済がわかるような仕組み
・事前周知
・支援者相互に共有する機会を持つ

・近隣医院・病院
・医療避難所

・近隣医師との連携



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

高齢者 障害者 課題

誰が
（安否確認を実施する者）

・町会（回覧板当番）、民生委員、あんすこ
・介護保険サービス事業者（サービス利用者のみ）

いつ
（安否確認を実施する時期）

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

同左

どこに
（安否確認する場所）

・居住地
・不明な場合、家族へ問い合わせ（あんすこ、介護保険事業者）

・居住地や避難所

どのように ・発災後、回覧当番が回覧板名簿に沿って家ごとに声かけ確認する

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）

なし

確認結果別対処

・無事かつ在宅可…本人の意向を確認しながら案内
・在宅が不可…避難所、本人が決めている場所、他
・負傷…応急処置できる場所を案内
　　　　　 重篤な場合は医療施設へ搬送依頼

同左

名簿など
・町会…回覧板名簿
・民生委員…リスト
・あんすこ…リスト

マンション・アパートなど集合住宅
に居住している人の把握ができ
てない。

集約先
・支援者相互に安否確認状況を突合し漏れがないか確認する
・区に報告



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

赤堤３丁目自治会

１．町会関連情報

1893　世帯 指定避難所

1110　世帯 災害時対応関連の動き

未締結

（名簿未作成）

２．平時に備えておくもの

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

世帯数 赤堤小学校（打ち合わせ：年3回、避難所訓練：年1回）

町会加入世帯数 自治会の防災計画に則り行動する。

避難行動要支援者支援に関わる協定

安否確認の方法
自治会の防災計画に則り実施する。
自宅の向こう3件両隣の安否を確認するように住民に働きかける。
情報の集約は赤堤3丁目自治会災害対策本部で行う。

名簿掲載者

概要 内容

確認するもとになるもの
・高齢者全件リスト
・利用者名簿

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

安否確認済がわかるような仕組み 検討はしているが未実施。

・近隣医院・病院
・医療避難所

・近隣医師との連携
・近隣のクリニックは非常時は、まず地域の患者を優先する
ため、医療救護所には当分いけないとのこと



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

高齢者 障害者 課題

誰が
（安否確認を実施する者）

・自治会役員、近所の方、民生委員、あんすこ 民生委員、あんすこ
自治会は障害者の扱いに不慣
れである

いつ
（安否確認を実施する時期）

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

どこに
（安否確認する場所）

・居住地
・不明な場合は本部に連絡し対応

・居住地
・不明な場合は本部に連絡し対応

どのように

自治会防災計画に則り実施
・自らが安全であれば黄色リボンを玄関先に掲げる
・町内住民の自宅の向こう3件両隣を目視、声をかけ確認する
・使用可能なら電話も活用

同左
自治会では障害者の居場所を
把握していないので、一般と同等
な扱いになる

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）

・役員による安否確認後、本部へ連絡し、本部で一括把握する。 同左

確認結果別対処

・無事かつ在宅可…本人の意思に任せる。
・在宅が不可…避難所へ案内する。希望の行き先がある場合は出
来るだけ聞くが、無理な場合は本部経由で行政に依頼する。
・負傷…・できるだけの応急処置を行う。重篤な場合は本部に報告。

同左
対策本部と行政との連絡手段を
どうするか

名簿など
・民生委員…リスト
・あんすこ…リスト
・介護保険サービス事業者…利用者名簿

まちづくりセンター 自治会では手に余る

集約先
・自治会役員は状況を自治会災害対策本部へ報告を行う
・最終的にまちづくりセンターへ連絡する

まちづくりセンター
対策本部と行政との連絡手段を
どうするか



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

赤堤４丁目町会

１．町会関連情報

2346　世帯 指定避難所

1000　世帯 災害時対応関連の動き

締結済

総数 14　件

種別（重複あり）
高齢・要介護等：12 件
身体・知的障害：4 件

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

世帯数 松沢小学校

町会加入世帯数 避難所運営委員会、避難所訓練の他、赤堤4丁目防災訓練を3月に実施

避難行動要支援者支援に関わる協定

安否確認の方法 相談中

名簿掲載者

概要 内容

確認するもとになるもの
・高齢者全件リスト
・利用者名簿

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

安否確認済がわかるような仕組み
・事前周知
・支援者相互に共有する機会を持つ

・近隣医院・病院
・医療避難所

・近隣医師との連携



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

高齢者 障害者 課題

誰が
（安否確認を実施する者）

・民生委員、あんすこ
・介護保険サービス事業者（サービス利用者のみ）

いつ
（安否確認を実施する時期）

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

どこに
（安否確認する場所）

・居住地や避難所
・不明な場合、家族へ問い合わせ（あんすこ、介護保険事業者）

どのように
・使用可能なら電話
・必要時訪問して声かけ確認

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）

未定

確認結果別対処

・無事かつ在宅可…本人の意向を確認しながら案内
・在宅が不可…避難所、本人が決めている場所、他
・負傷…応急処置できる場所を案内
　　　　　 重篤な場合は医療施設へ搬送依頼

同左

名簿など
・民生委員…リスト
・あんすこ…リスト
・介護保険サービス事業者…利用者名簿

区

集約先
・支援者相互に安否確認状況を突合し漏れがないか確認する
・区に報告

区



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

赤堤５丁目町会

１．町会関連情報

2261　世帯 指定避難所

724　世帯 災害時対応関連の動き

締結済

総数 12　件

種別（重複あり）
高齢・要介護等：7 件
身体・知的障害：5 件

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

世帯数 松沢中学校

町会加入世帯数 避難所運営委員会、避難所訓練、防災教室、東京防災セミナー他

避難行動要支援者支援に関わる協定

安否確認の方法 相談中

名簿掲載者

概要 内容

確認するもとになるもの
・避難行動要支援者名簿
・高齢者全件リスト
・利用者名簿

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

安否確認済がわかるような仕組み
・事前周知
・支援者相互に共有する機会を持つ

・近隣医院・病院
・医療避難所

・近隣医師との連携



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

高齢者 障害者 課題

誰が
（安否確認を実施する者）

・民生委員、あんすこ
・介護保険サービス事業者（サービス利用者のみ）

いつ
（安否確認を実施する時期）

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

同左

どこに
（安否確認する場所）

・居住地や避難所
・不明な場合、家族へ問い合わせ（あんすこ、介護保険事業者）

どのように
・使用可能なら電話
・必要時訪問して声かけ確認

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）

確認用の黄色の旗を会員に配布予定

確認結果別対処

・無事かつ在宅可…本人の意向を確認しながら案内
・在宅が不可…避難所、本人が決めている場所、他
・負傷…応急処置できる場所を案内
　　　　　 重篤な場合は医療施設へ搬送依頼

同左

名簿など
・民生委員…リスト
・あんすこ…リスト
・介護保険サービス事業者…利用者名簿

区

集約先
・支援者相互に安否確認状況を突合し漏れがないか確認する
・区に報告

区



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

桜上水１丁目町会

１．町会関連情報

1298　世帯 指定避難所

540　世帯 災害時対応関連の動き

締結済

総数 11　件

種別（重複あり）
高齢・要介護等：6 件
身体・知的障害：7 件

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

世帯数
緑丘中学校
（避難所運営委員会：毎月第3土曜日、避難所訓練：11月第3土曜日）

町会加入世帯数 スタンドパイプ1基導入済み

避難行動要支援者支援に関わる協定

安否確認の方法 相談中

名簿掲載者

概要 内容

確認するもとになるもの
・避難行動要支援者名簿
・高齢者全件リスト
・利用者名簿

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

安否確認済がわかるような仕組み
・事前周知
・支援者相互に共有する機会を持つ

・近隣医院・病院
・医療避難所

・近隣医師との連携



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

高齢者 障害者 課題

誰が
（安否確認を実施する者）

・民生委員、あんすこ
・介護保険サービス事業者（サービス利用者のみ）

いつ
（安否確認を実施する時期）

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

同左

どこに
（安否確認する場所）

・居住地や避難所
・不明な場合、家族へ問い合わせ

どのように
・使用可能なら電話
・必要時訪問して声かけ確認

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）

相談中

確認結果別対処

・無事かつ在宅可…本人の意向を確認しながら案内
・在宅が不可…避難所、本人が決めている場所、他
・負傷…応急処置できる場所を案内
　　　　　 重篤な場合は医療施設へ搬送依頼

同左

名簿など
・民生委員…リスト
・あんすこ…リスト
・介護保険サービス事業者…利用者名簿

区

集約先
・支援者相互に安否確認状況を突合し漏れがないか確認する
・区に報告

区



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

桜上水２丁目町会

１．町会関連情報

1058　世帯 指定避難所

500　世帯 災害時対応関連の動き

締結済

総数 20　件

種別（重複あり）
高齢・要介護等：10 件
身体・知的障害：12 件

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

公共下水の使用可・
不可の確認

世帯数
緑丘中学校
（避難所運営委員会：毎月第3土曜日、避難所訓練：11月第3土曜日）

町会加入世帯数
3月第1日曜日に安否確認
避難行動要支援者名簿掲載者個人カード作成

避難行動要支援者支援に関わる協定

安否確認の方法
黄色い旗を全戸配布し、災害時に無事だった場合は通りに面した確認しや
すいところに掲げる（黄色のタオルや紙でも代用可）

名簿掲載者

概要 内容

確認するもとになるもの
・避難行動要支援者名簿
・高齢者全件リスト
・利用者名簿

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

確認済宅に貼付

・黄旗に貼付、無い場合は入口の取っ手やドアノブ
・養生テープは支援者別の色を使用、事業者名を記入
・安否確認訓練時、発災時に使用
・購入者（検討必要）
・事前周知
・支援者相互に共有する機会を持つ

・近隣医院・病院
・医療避難所

・近隣医師との連携

・自宅敷地内及び建物内の下水配管損傷確認
・トイレから公共下水桝までのルート確認
・トイレ水を流し、流れ出ることを確認
・発災時はピンポン玉程度のものを一緒に流し確認



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

高齢者 障害者 課題

誰が
（安否確認を実施する者）

・町会（主）、民生委員（主）、あんすこ（従）
・介護保険サービス事業者（サービス利用者のみ）

・町会（主）、民生委員（主）、あんすこ（従）
町内に居る者が主体的にやらな
ければならない

いつ
（安否確認を実施する時期）

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

同左
向こう三軒両隣を共助で直後か
ら

どこに
（安否確認する場所）

・居住地や避難所
・不明な場合、家族へ問い合わせ

同左
どこに避難しているかの確認が
取れるか

どのように

・名簿登録者…黄旗の確認及び声かけ
・その他の方…黄旗の確認
・名簿に確認結果を入れる
※二人以上で行動する

・名簿登録者…黄旗の確認及び声かけ
・その他の方…黄旗の確認
※二人以上で行動する

家にいないということが不審者に
は知られない

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）

確認後、黄旗や入口のドアノブ（取っ手など）のところに色つき養生
テープを貼る（町会：○色、あんすこ：○色、介護事業者：○色）

同左

確認結果別対処

・無事かつ在宅可…本人の意向を確認しながら案内
・在宅が不可…避難所、本人が決めている場所、他
・負傷…応急処置できる場所を案内。（松沢病院）
　　　重篤な場合は、人を募って、リアカー担架で医療施設へ搬送

同左
重傷者搬送用リヤカー担架2台
で搬送人を搬送、松沢病院へ

名簿など

・町会…町会名簿、避難行動要支援者名簿
・民生委員…リスト
・あんすこ…リスト
・介護保険サービス事業者…利用者名簿

・町会…町会名簿、避難行動要支援者名簿

集約先
・町会長及び町会の把握している情報など支援者相互に名簿をも
とに安否確認状況を突合し、漏れがないか確認する
・区

同左



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

桜上水３丁目自治会

１．町会関連情報

783　世帯 指定避難所

745　世帯 災害時対応関連の動き

未締結

２．平時に備えておくもの

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

世帯数 松沢中学校

町会加入世帯数 避難所運営委員会、避難所訓練、他

避難行動要支援者支援に関わる協定

安否確認の方法 相談中

名簿掲載者

概要 内容

確認するもとになるもの
・高齢者全件リスト
・利用者名簿

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

安否確認済がわかるような仕組み
・事前周知
・支援者相互に共有する機会を持つ

・近隣医院・病院
・医療避難所

・近隣医師との連携



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

高齢者 障害者 課題

誰が
（安否確認を実施する者）

・民生委員、あんすこ
・介護保険サービス事業者（サービス利用者のみ）

いつ
（安否確認を実施する時期）

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

同左

どこに
（安否確認する場所）

・居住地や避難所
・不明な場合、家族へ問い合わせ

どのように
・使用可能なら電話
・必要時訪問声かけ確認

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）

なし

確認結果別対処

・無事かつ在宅可…本人の意向を確認しながら案内
・在宅が不可…避難所、本人が決めている場所、他
・負傷…応急処置できる場所を案内
　　　　　 重篤な場合は医療施設へ搬送依頼

同左

名簿など
・民生委員…リスト
・あんすこ…リスト
・介護保険サービス事業者…利用者名簿

集約先
・支援者相互に安否確認状況を突合し漏れがないか確認する
・区に報告

区



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

桜上水４丁目町会

１．町会関連情報

1218　世帯 指定避難所

490　世帯 災害時対応関連の動き

未締結

２．平時に備えておくもの

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

世帯数
松沢中学校（避難所運営委員会：月1回、構成員対象避難所訓練：年1回、避
難所訓練：年1回）

町会加入世帯数
安否確認訓練（年1回：9月第1土曜日）
地域の身近な情報、イベント情報のLINE配信（災害時にも活用）

避難行動要支援者支援に関わる協定

安否確認の方法

ピンク旗を全戸配布し、災害時に無事だった場合は通りに面した確認しやすいと
ころに掲げる。5ブロックに分け、会員家庭地図・会員名簿持参で確認し、チェッ
クする。各ブロックの結果及び発見事項を報告後、担当ブロックを再巡回、しま
われていないピンク旗をポストなどに入れる。2022年度より賛同を得た集合住
宅（舎宅）を含めて実施予定。（ただし舎宅は独自に巡回し、結果記録表を回
収）

名簿掲載者

概要 内容

確認するもとになるもの
・高齢者全件リスト
・利用者名簿

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

確認済宅にテープを貼付（相談中）

・ピンク旗に貼付、無い場合は入口の取っ手やドアノブ
・養生テープは支援者別の色を使用、事業者名を記入
・安否確認訓練時、発災時に使用
・購入者（検討必要）
・事前周知
・支援者相互に共有する機会を持つ

・近隣医院・病院
・医療避難所

・近隣医師との連携



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

高齢者 障害者 課題

誰が
（安否確認を実施する者）

・町会、民生委員、あんすこ
・介護保険サービス事業者（サービス利用者のみ）

・町会、民生委員、あんすこ、他
関係団体（民生委員、あんすこ、
介護保険サービス事業者）に協
力が得られることを確認する

いつ
（安否確認を実施する時期）

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

同左

どこに
（安否確認する場所）

・居住地や避難所
・不明な場合、家族へ問い合わせ

・居住地や避難所

どのように

・安否確認対象世帯のピンク旗の有無確認
・無い場合は声かけ確認
・確認結果を記録する
※二人以上で行動する

同左

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）

相談中 相談中

確認結果別対処

・無事かつ在宅可…本人の意向を確認しながら案内
・在宅が不可…避難所、本人が決めている場所、他
・負傷…応急処置できる場所を案内
　　　　　 重篤な場合は医療施設へ搬送依頼

同左

名簿など
・民生委員…リスト
・あんすこ…リスト
・介護保険サービス事業者…利用者名簿

区

・関係団体（民生委員、あんす
こ、介護保険サービス事業者）に
協力が得られることを確認する
・区の具体的な連絡先を確認す
る

集約先
・町会長及び町会の把握している情報など支援者相互に、名簿をも
とに安否確認状況を突合し、漏れがないか確認する
・区

同左

・関係団体（民生委員、あんす
こ、介護保険サービス事業者）に
協力が得られることを確認する
・区の具体的な連絡先を確認す
る



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

桜上水５丁目自治会

１．町会関連情報

1713　世帯 指定避難所

1600　世帯 災害時対応関連の動き

締結済

総数 22　件

種別（重複あり）
高齢・要介護等：15 件
身体・知的障害：9 件

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

世帯数
緑丘中学校
（避難所運営委員会：毎月第3土曜日、避難所訓練：11月第3土曜日）

町会加入世帯数
防災教室、むつみ会館を利用したイベントの際は消防と連携し啓発活動を年に
複数回実施

避難行動要支援者支援に関わる協定

安否確認の方法
避難行動要支援者名簿掲載者については、発災時、居住地区の担当者が確
認し自治会に報告する。リストに掲載されていない支援の必要な方については、
日頃から把握・共有・確認できるよう取り組み実施。

名簿掲載者

概要 内容

確認するもとになるもの
・避難行動要支援者名簿
・高齢者リスト
・利用者名簿

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

安否確認済がわかるような仕組み
・事前周知
・支援者相互に共有する機会を持つ

・近隣医院・病院
・医療避難所

・近隣医師との連携



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

高齢者 障害者 課題

誰が
（安否確認を実施する者）

・町会、民生委員、あんすこ
・介護保険サービス事業者（サービス利用者のみ）

・町会、民生委員、あんすこ、他

いつ
（安否確認を実施する時期）

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

同左

どこに
（安否確認する場所）

・居住地や避難所
・不明な場合、家族へ問い合わせ（あんすこ、介護保険事業者）

・居住地や避難所

どのように
・担当の地区長等町会スタッフによる対象者確認
・使用可能なら電話
・必要時声かけ確認

同左

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）

相談中 相談中

確認結果別対処

・無事かつ在宅可…本人の意向を確認しながら案内
・在宅が不可…避難所、本人が決めている場所、他
・負傷…応急処置できる場所を案内
　　　　　 重篤な場合は医療施設へ搬送依頼

同左

名簿など

・町会…避難行動要支援者名簿
・民生委員…リスト
・あんすこ…リスト
・介護保険サービス事業者…利用者名簿

・町会…避難行動要支援者名簿

集約先
・町会長及び町会本部の情報等、支援者相互に、安否確認状況を
突合し、漏れがないか確認する
・区に報告

同左



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

経堂赤堤通り団地自治会

１．町会関連情報

351　世帯 指定避難所

351　世帯 災害時対応関連の動き

未締結

２．平時に備えておくもの

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

世帯数
緑丘中学校
（避難所運営委員会：毎月第3土曜日、避難所訓練：11月第3土曜日）

町会加入世帯数 スタンドパイプ2ヶ所導入予定

避難行動要支援者支援に関わる協定

安否確認の方法 相談中

名簿掲載者

概要 内容

確認するもとになるもの
・高齢者全件リスト
・利用者名簿

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

安否確認済がわかるような仕組み
・各戸に配布
・事前周知
・支援者相互に共有する機会を持つ

・近隣医院・病院
・医療避難所

・近隣医師との連携



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

高齢者 障害者 課題

誰が
（安否確認を実施する者）

会長がスピーカーで呼びかける 同左

いつ
（安否確認を実施する時期）

災害が落ち着いた後 同左

どこに
（安否確認する場所）

災害が落ち着いた後 同左

どのように 災害が落ち着いた後 同左

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）

ドアに貼り紙をする 同左

確認結果別対処 近所の人と協力して対応する 同左

名簿など 全く作れない 同左

集約先
・家族に連絡して対応
・区に報告

同左



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

都営桜上水３丁目アパート自治会

１．町会関連情報

65　世帯 指定避難所

65　世帯 災害時対応関連の動き

締結済

総数 7　件

種別（重複あり）
高齢・要介護等：3 件
身体・知的障害：6 件

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

世帯数 松沢中学校（一時避難場所として都営桜上水3丁目アパート集会室も活用）

町会加入世帯数
・世帯構成及び緊急時連絡先一覧を作成。
・消防訓練：年1回（6月）、松沢中学校避難所訓練（11月）、夜回り（12月末）

避難行動要支援者支援に関わる協定

安否確認の方法
自治会役員（8名）が発災後、地震・家族の安全確保、避難所設営等作業が落
ち着き次第実施する。民生委員・あんすこ・福祉事業者は自治会本部（集会
室）にて確認後、必要な方へ実施する。

名簿掲載者

概要 内容

確認するもとになるもの
・避難行動要支援者名簿
・高齢者全件リスト
・利用者名簿

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

安否確認済がわかるような仕組み。
・事前周知
・支援者相互に共有する機会を持つ

・近隣医院・病院
・医療避難所

・近隣医師との連携



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

高齢者 障害者 課題

誰が
（安否確認を実施する者）

・自治会役員、民生委員、あんすこ
・介護保険サービス事業者（サービス利用者のみ）

・自治会役員、民生委員、あんすこ

いつ
（安否確認を実施する時期）

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後
・避難所設営後

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

どこに
（安否確認する場所）

・居住地や避難所
・不明な場合、家族へ問い合わせ

・居住地や避難所

どのように 対象者訪問し声かけ確認 同左

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）

使用予定なし 同左

確認結果別対処

・無事かつ在宅可…本人の意向を確認しながら案内
・在宅が不可…避難所、本人が決めている場所、他
・負傷…応急処置できる場所を案内
　　　　　 重篤な場合は医療施設へ搬送依頼

同左

名簿など

・町会役員…世帯構成及び緊急時連絡先一覧
・民生委員…リスト
・あんすこ…リスト
・介護保険サービス事業者…利用者名簿

同左

集約先

・自治会本部
・支援者相互に、名簿をもとに安否確認状況を突合し、漏れがない
か確認する
・区

同左



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

桜上水ガーデンズ団地管理組合法人

１．町会関連情報

878　世帯 指定避難所

878　世帯 災害時対応関連の動き

未締結

２．平時に備えておくもの

情報（名簿）

確認済サイン

受傷程度別収容先

世帯数 松沢中学校

町会加入世帯数 桜上水ガーデンズ内防災訓練（実施実績有）

避難行動要支援者支援に関わる協定

安否確認の方法 相談中

名簿掲載者

概要 内容

確認するもとになるもの
・高齢者全件リスト
・利用者名簿

・基本情報　　　　　　 　・家族状況、緊急時連絡先
・病気や服薬状況　　　・障害特性
・急変時の対応の仕方
・本人宅での必要情報保管場所の共有

安否確認済がわかるような仕組み
・事前周知
・支援者相互に共有する機会を持つ

・近隣医院・病院
・医療避難所

・近隣医師との連携



R６年１月更新 課題３　地域住民の安否確認・避難行動要支援者支援

３．発災時の確認の流れ

高齢者 障害者 課題

誰が
（安否確認を実施する者）

・民生委員、あんすこ
・介護保険サービス事業者（サービス利用者のみ）
・防災部EV当番（予定）

いつ
（安否確認を実施する時期）

・自分や家族、職場の安否確認・安全確保後
・周辺の安全確認後

同左

どこに
（安否確認する場所）

・居住地や避難所
・不明な場合、家族へ問い合わせ（あんすこ、介護事業者）

どのように
・使用可能なら電話
・必要時訪問声かけ確認

停電時の訪問不可状態
（オートロックなど）

現地への確認済サイン
（安否確認したことを確認できるサイン）

相談中

確認結果別対処

・無事かつ在宅可…本人の意向を確認しながら案内
・在宅が不可…避難所、本人が決めている場所、他
・負傷…応急処置できる場所を案内
　　　　　 重篤な場合は医療施設へ搬送依頼

同左

名簿など
・民生委員…リスト
・あんすこ…リスト
・介護保険サービス事業者…利用者名簿

区
居住者（要支援者）名簿整備に
ついて検討中

集約先
・支援者相互に安否確認状況を突合し漏れがないか確認する
・区に報告

区


